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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柔軟物体の第一側に設置するために用いる第一ハウジングと、前記第一ハウジングに設
置し、人体の生理状態をモニタリングするために用いるモニタリングユニットと、前記モ
ニタリングユニットに電気的に接続し、前記モニタリングユニットの操作を制御するため
に用いる第一処理ユニットと、前記第一ハウジングに接続する第一磁力固定ユニットと、
を包含するモニタリングモジュールと、
　前記柔軟物体の第二側に設置するために用いる第二ハウジングと、前記第二ハウジング
に接続する第二磁力固定ユニットと、を包含する固定モジュールと、を包括し、
　前記第一磁力固定ユニット及び前記第二磁力固定ユニットは、磁力を利用して前記第一
ハウジング及び前記第二ハウジングを挟持するように前記柔軟物体上に固定するために用
いり、
　前記モニタリングモジュールは、前記モニタリングユニットの前記モニタリング結果を
ワイヤレスで送信するために用いるワイヤレス送信モジュールをさらに包含し、
　前記固定モジュールは、前記ワイヤレス送信モジュールから送信された前記モニタリン
グ結果を受信するために用いるワイヤレス受信モジュールと、表示ユニットと、前記ワイ
ヤレス受信モジュール及び前記表示ユニットに電気的に接続し、前記表示ユニットが表示
する前記モニタリング結果を制御するために用いる第二処理ユニットと、をさらに包含す
ることを特徴とする、生理状態モニタリング装置。
【請求項２】
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　前記モニタリングユニットは、非接触型モニタリングユニットであることを特徴とする
請求項１に記載の、生理状態モニタリング装置。
【請求項３】
　前記モニタリングユニットは、人体の体温、心拍数及び／或いは呼吸をモニタリングす
るために用いることを特徴とする請求項１或いは２に記載の、生理状態モニタリング装置
。
【請求項４】
　前記モニタリングユニットのモニタリング結果を表示するために用いる表示ランプをさ
らに包括することを特徴とする請求項１に記載の、生理状態モニタリング装置。
【請求項５】
　前記ワイヤレス送信モジュールは、前記モニタリング結果を外部の電子装置にワイヤレ
スで送信するために用いるブルートゥース（登録商標）送信モジュールであることを特徴
とする請求項１に記載の、生理状態モニタリング装置。
【請求項６】
　前記ワイヤレス送信モジュールは、赤外線送信モジュールであって、前記ワイヤレス受
信モジュールは、赤外線受信モジュールであることを特徴とする請求項１に記載の、生理
状態モニタリング装置。
【請求項７】
　前記第一処理ユニットに制御信号を発生させるために用いるスイッチをさらに包括する
ことを特徴とする請求項１に記載の、生理状態モニタリング装置
【請求項８】
　前記第一ハウジング及び前記第二ハウジングのうちの一方は凹溝構成を有し、前記第一
ハウジング及び前記第二ハウジングのうちのもう一方は前記凹溝構成に対応する凸起構成
を有し、前記凸起構成及び前記凹溝構成は嵌合し合うことによって前記柔軟物体を挟持す
ることを特徴とする請求項１に記載の、生理状態モニタリング装置。
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生理状態モニタリング装置、特に柔軟物体に固定し易い生理状態モニタリン
グ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　長時間、人体、例えば、患者や老人、乳児の体温、心拍数或いは呼吸等といった生理状
態をモニタリングするため、周知技術では、生理状態モニタリング装置を皮膚上に貼着す
ることで、人体の生理状態を持続的或いは定期的にモニタリングする必要がある。しかし
、長時間、生理状態モニタリング装置を皮膚上に貼着すると、生理状態モニタリング装置
の粘着材は、ユーザに皮膚アレルギーを発生させたり、ユーザに不快感を与える恐れがあ
る。周知の生理状態モニタリング装置は、その不快な装着方法から、ユーザの装着意欲を
低減、しいてはその使用を拒否することから、周知の生理状態モニタリング装置は、その
効果を有効的に発揮していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、周知技術にある問題を解決するため、柔軟物体に固定し易い生理状態
モニタリング装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係る生理状態モニタリング装置は、モニタリングモジュール及び固定モジュー
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ルを包括している。前記モニタリングモジュールは、柔軟物体の第一側に設置するために
用いる第一ハウジングと、前記第一ハウジングに設置し、人体の生理状態をモニタリング
するために用いるモニタリングユニットと、前記モニタリングユニットに電気的に接続し
、前記モニタリングユニットの操作を制御するために用いる第一処理ユニットと、前記第
一ハウジングに接続する第一磁力固定ユニットと、を包含している。前記固定モジュール
は、前記柔軟物体の第二側に設置するために用いる第二ハウジングと、前記第二ハウジン
グに接続する第二磁力固定ユニットと、を包含している。そのうち、前記第一磁力固定ユ
ニット及び前記第二磁力固定ユニットは、磁力を利用して前記第一ハウジング及び前記第
二ハウジングを挟持するように前記柔軟物体上に固定するために用いている。
【０００５】
　本発明の実施例において、前記モニタリングユニットは、非接触型モニタリングユニッ
トである。
【０００６】
　本発明の実施例において、前記モニタリングユニットは、人体の体温、心拍数及び／或
いは呼吸をモニタリングするために用いている。
【０００７】
　本発明の実施例において、前記第一ハウジング及び前記第二ハウジングのうちの一方は
、凹溝構成を有し、前記第一ハウジング及び前記第二ハウジングのうちのもう一方は、前
記凹溝構成に対応する凸起構成を有し、前記凸起構成及び前記凹溝構成は、嵌合し合うこ
とによって前記柔軟物体を挟持するために用いている。
【０００８】
　本発明の実施例において、前記生理状態モニタリング装置は、前記モニタリングユニッ
トのモニタリング結果を表示するために用いる表示ランプをさらに包括している。
【０００９】
　本発明の実施例において、前記モニタリングモジュールは、前記モニタリングユニット
の前記モニタリング結果をワイヤレスで送信するために用いるワイヤレス送信モジュール
をさらに包含している。
【００１０】
　本発明の実施例において、前記ワイヤレス送信モジュールは、前記モニタリング結果を
外部の電子装置にワイヤレスで送信するために用いるブルートゥース（登録商標）送信モ
ジュールである。
【００１１】
　本発明の実施例において、前記固定モジュールは、前記ワイヤレス送信モジュールから
送信された前記モニタリング結果を受信するために用いるワイヤレス受信モジュールと、
表示ユニットと、前記ワイヤレス受信モジュール及び前記表示ユニットに電気的に接続し
、前記表示ユニットが表示する前記モニタリング結果を制御するために用いる第二処理ユ
ニットと、をさらに包含している。
【００１２】
　本発明の実施例において、前記ワイヤレス送信モジュールは、赤外線送信モジュールで
あって、前記ワイヤレス受信モジュールは、赤外線受信モジュールである。
【００１３】
　本発明の実施例において、前記生理状態モニタリング装置は、前記第一処理ユニットに
制御信号を発生させるために用いるスイッチをさらに包括している。
【発明の効果】
【００１４】
　周知技術に比べ、本発明に係る生理状態モニタリング装置は、磁力を利用して柔軟物体
に利便的に固定することで、皮膚上に貼着することなく、人体の生理状態を持続的或いは
定期的にモニタリングすることができ、周知の生理状態モニタリング装置が長時間、皮膚
上に貼着することによって起きる皮膚アレルギーや不快感等の問題を防いでいる。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】本発明に係る生理状態モニタリング装置の第一実施例を示す模式図である。
【図２】本発明に係る生理状態モニタリング装置の第二実施例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明に係る生理状態モニタリング装置の第一実施例を示す模式図である図１を参照さ
れたい。図１のとおり、本発明に係る生理状態モニタリング装置１０は、モニタリングモ
ジュール１００及び固定モジュール２００を包括している。前記モニタリングモジュール
１００は、第一ハウジング１１０と、モニタリングユニット１２０と、第一処理ユニット
１３０と、第一磁力固定ユニット１４０と、を包含している。前記固定モジュール２００
は、第二ハウジング２１０と、第二磁力固定ユニット２２０と、を包含している。前記第
一ハウジング１１０は、例えば衣類や布団の内側といった柔軟物体２０の第一側に設置す
るために用い、且つ前記第一ハウジング１１０内は、収容空間を形成している。前記モニ
タリングユニット１２０は、前記第一ハウジング１１０内に設置し、人体の生理状態をモ
ニタリングするために用いている。例示すると、前記モニタリングユニット１２０は、人
体の体温、心拍数及び／或いは呼吸等の生理状態をモニタリングするために用いる、接触
型モニタリングユニット或いは非接触型モニタリングユニットのいずれかとすることがで
きる。また、前記第一ハウジング１１０上に、前記モニタリングユニット１２０を人体に
向かせてモニタリングを行わせるために用いる開口を形成することができる。前記第一処
理ユニット１３０は、前記モニタリングユニット１２０に電気的に接続し、前記モニタリ
ングユニット１２０の操作を制御するために用いている。例示すると、前記第一処理ユニ
ット１３０は、ユーザの設定に基づき、前記モニタリングユニット１２０が人体の生理状
態を持続的或いは定期的にモニタリングすることを制御することができる。前記第一磁力
固定ユニット１４０は、前記第一ハウジング１１０に接続している。
【００１７】
　前記固定モジュール２００の前記第二ハウジング２１０は、例えば衣類や布団の外側と
いった前記柔軟物体２０の第二側に設置するために用いている。前記第二磁力固定ユニッ
ト２２０は、前記第二ハウジング２１０に接続している。前記第一磁力固定ユニット１４
０及び前記第二磁力固定ユニット２２０は、磁力を利用して前記第一ハウジング１１０及
び前記第二ハウジング２１０を挟持するように前記柔軟物体上に固定することができる。
例示すると、前記第一磁力固定ユニット１４０は、例えば、鉄、コバルト、ニッケルとい
った磁性材料からなることができ、前記第二磁力固定ユニット２２０は、前記第一磁力固
定ユニット１４０を引寄せるために用いる永久磁石とすることができ、これにより、前記
第一ハウジング１１０及び前記第二ハウジング２１０は、前記第一磁力固定ユニット１４
０及び前記第二磁力固定ユニット２２０の間にある磁力によって挟持するように前記柔軟
物体２０上に固定することができるが、本発明はこれに限定するものではない。本発明の
その他の実施例において、前記第一磁力固定ユニット１４０及び前記第二磁力固定ユニッ
ト２２０は、いずれも互いを引寄せ合う永久磁石としたり、前記第一磁力固定ユニット１
４０を永久磁石とし、前記第二磁力固定ユニット２２０を磁性材料からなるものとしたり
することもできる。
【００１８】
　また、前記第一ハウジング１１０及び前記第二ハウジング２１０が前記柔軟物体２０上
で滑動しないようにするため、前記第一ハウジング１１０は凸起構成１１６、前記第二ハ
ウジング２１０は凹溝構成２１２をそれぞれ有することができ、前記凸起構成１１６は前
記凹溝構成２１２に対応し、且つ前記凸起構成１１６及び前記凹溝構成２１２は嵌合する
ことで前記柔軟物体２０を挟持し、これにより、前記第一ハウジング１１０及び前記第二
ハウジング２１０が前記柔軟物体２０上で滑動しないようにしているが、本発明はこれに
限定するものではない。本発明のその他の実施例において、凸起構成及び凹溝構成を互い
に交換、即ち、前記第一ハウジング１１０は凹溝構成、前記第二ハウジング２１０は凸起
構成をそれぞれ有することもできる。或いは、凸起構成及び凹溝構成が複数あり、前記第
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一ハウジング１１０及び前記第二ハウジング２１０は、いずれも凸起構成及び凹溝構成を
有することができる。
【００１９】
　上述したことにより、本発明に係る生理状態モニタリング装置１０は、磁力を利用して
柔軟物体に固定することで、皮膚上に貼着することなく、人体の生理状態を長時間モニタ
リングすることができることから、長時間皮膚上に貼着することによって起きる皮膚アレ
ルギーや不快感等の問題を防いでいる。
【００２０】
　また、前記モニタリングモジュール１００は、前記モニタリングユニット１２０のモニ
タリング結果をワイヤレスで送信するために用いる第一ワイヤレス送信モジュール１５０
をさらに包含することができる。例示すると、前記第一ワイヤレス送信モジュール１５０
は、ブルートゥース（登録商標）送信モジュールであって、前記モニタリング結果を外部
の電子装置、例えばスマートフォンやコンピュータ等にワイヤレスで送信するために用い
ることで、医療スタッフやそれに関連するスタッフが何時でも前記モニタリング結果を見
ることができるようにしている。
【００２１】
　また、前記モニタリングモジュール１００は、前記第一処理ユニット１３０に制御信号
を発生させるために用いるスイッチ１７０をさらに包含することができる。例示すると、
前記スイッチ１７０は、押圧スイッチであって、前記第一ハウジング１１０は、前記スイ
ッチ１７０に対応する押圧構成１１４をさらに有することができる。前記押圧構成１１４
が押圧されると、前記スイッチ１７０は、前記第一処理ユニット１３０に前記制御信号を
発生させるように起動され、前記第一処理ユニット１３０は、制御信号に基づき、前記モ
ニタリングユニット１２０を制御し、対応する動作、例えば、人体の生理状態の測定を行
うことができる。これにより、前記モニタリングユニット１２０は、ユーザの設定に基づ
き、前記モニタリングユニット１２０が人体の生理状態を持続的或いは定期的にモニタリ
ングするだけでなく、必要に応じ、前記スイッチ１７０が起動すれば人体の生理状態を随
時測定することもできる。なお、本発明において、前記スイッチ１７０は、押圧スイッチ
に限定するものではなく、その他のスイッチ、例えばタッチセンシティブスイッチとする
こともでき、ユーザはタッチすることによってスイッチを起動することもできる。前記ス
イッチ１７０がタッチセンシティブスイッチやその他のスイッチの場合、前記第一ハウジ
ング１１０は、これに対応するその他の構成を有することができる。
【００２２】
　本発明に係る生理状態モニタリング装置の第二実施例を示す模式図である図２を参照さ
れたい。図２のとおり、本発明に係る生理状態モニタリング装置１０’のモニタリングモ
ジュール１００は、図１にある前記モニタリングモジュール１００に相似しているため、
これ以上言及しない。本発明に係る生理状態モニタリング装置１０’の固定モジュール２
００’は、第二ワイヤレス送信モジュール２３０、表示ユニット２４０及び第二処理ユニ
ット２５０をさらに包含している。前記第二ワイヤレス送信モジュール２３０は、前記第
一ワイヤレス送信モジュール１５０から送信されたモニタリング結果を受信するために用
いている。例示すると、前記第一ワイヤレス送信モジュール１５０は赤外線送信モジュー
ル、前記第二ワイヤレス受信モジュール２３０は赤外線受信モジュールとすることができ
、前記第一ワイヤレス送信モジュール１５０は、赤外線を使用して前記モニタリング結果
を前記第二ワイヤレス送信モジュール２３０に送信している。また、前記第一ワイヤレス
送信モジュール１５０及び前記第二ワイヤレス送信モジュール２３０が赤外線の送受信を
行い易くするため、前記第一ハウジング１１０及び前記第二ハウジング２１０上に、開口
をそれぞれ形成することができる。なお、上述した実施例における前記第一ワイヤレス送
信モジュール１５０及び前記第二ワイヤレス送信モジュール２３０の形態は、あくまでも
例であって、本発明に係る前記第一ワイヤレス送信モジュール１５０及び前記第二ワイヤ
レス送信モジュール２３０は、上述した実施例に限定するものではない。前記第二処理ユ
ニット２５０は、前記第二ワイヤレス送信モジュール２３０及び前記表示ユニット２４０
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に電気的に接続している。前記第二処理ユニット２５０は、前記表示ユニット２４０が表
示する前記モニタリング結果を制御することができる。
【００２３】
　また、前記固定モジュール２００’は、前記モニタリングユニット１２０の前記モニタ
リング結果を表示するために用いる表示ランプ２６０をさらに包含している。例示すると
、前記第二処理ユニット２５０が、モニタリング対象の人体体温が所定値を超えていると
判断した場合、前記第二処理ユニット２５０は、医療スタッフやそれに関連するスタッフ
にモニタリング対象の人体体温が所定値を超えていると伝えるため、前記表示ランプ２６
０を制御して警告ランプを点灯することができる。
【００２４】
　また、前記固定モジュール２００’は、前記第二処理ユニット２５０に制御信号を発生
させるために用いるスイッチ２７０をさらに包含することができる。例示すると、前記ス
イッチ２７０は、押圧スイッチであって、前記第二ハウジング２１０は、前記スイッチ２
７０に対応する押圧構成２１４をさらに有することができる。前記押圧構成２１４が押圧
されると、前記スイッチ２７０は、前記制御信号を前記第二処理ユニット２５０に発生さ
せるように起動され、前記第二処理ユニット２５０は、制御信号に基づき、前記表示ユニ
ット２４０を制御し、対応する動作、例えば、測定した生理状態を表示したり、前記第一
ワイヤレス送信モジュール１５０及び前記第二ワイヤレス送信モジュール２３０を介して
、人体の生理状態を測定するように前記モニタリングユニット１２０に通知したりするこ
とを行うことができる。なお、本発明において、前記スイッチ２７０は、押圧スイッチに
限定するものではなく、その他のスイッチ、例えばタッチセンシティブスイッチとするこ
ともでき、ユーザはタッチすることによってスイッチを起動することもできる。前記スイ
ッチ２７０がタッチセンシティブスイッチやその他のスイッチの場合、前記第二ハウジン
グ２１０は、これに対応するその他の構成を有することができる。
【００２５】
　周知技術に比べ、本発明に係る生理状態モニタリング装置は、磁力を利用して柔軟物体
に利便的に固定することで、皮膚上に貼着することなく、人体の生理状態を持続的或いは
定期的にモニタリングすることができ、周知の生理状態モニタリング装置が長時間、皮膚
上に貼着することによって起きる皮膚アレルギーや不快感等の問題を防いでいる。
【００２６】
　なお、上述したものは、本発明の好ましい実施例に過ぎず、本発明が請求する範囲で行
った変更や修正は、いずれも本発明の範疇に属するものである。
【符号の説明】
【００２７】
１０、１０’　　　　生理状態モニタリング装置
２０　　　　　　　　柔軟物体
１００ 　　　　　　モニタリングモジュール
１１０ 　　　　　　第一ハウジング
１１２ 　　　　　　開口
１１４ 　　　　　　押圧構成
１１６ 　　　　　　凸起構成
１２０ 　　　　　　モニタリングユニット
１３０ 　　　　　　第一処理ユニット
１４０ 　　　　　　第一磁力固定ユニット
１５０ 　　　　　　第一ワイヤレス送信モジュール
１７０ 　　　　　　スイッチ
２００、２００’　　固定モジュール
２１０、２１０’　　第二ハウジング
２１２ 　　　　　　凹溝構成
２１４ 　　　　　　押圧構成
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２２０ 　　　　　　第二磁力固定ユニット
２３０ 　　　　　　第二ワイヤレス送信モジュール
２４０ 　　　　　　表示ユニット
２５０ 　　　　　　第二処理ユニット
２６０ 　　　　　　表示ランプ
２７０ 　　　　　　スイッチ

【図１】 【図２】
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